
五
十
巻

河
内
名
所
図
会
を
あ
る
く
③
〜
東
高
野
街
道
・
後
編
（
恩
智
）
〜

る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
図
会
で
は
、

恩
智
神
社
の
長
い
石
段
が
４
ペ
ー
ジ

に
わ
た
っ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
恩

智
神
社
の
本
殿
は
、
玉
祖
神
社
の
本

殿
と
よ
く
似
た
切
妻
造
の
屋
根
で
、

神
社
建
築
で
は
珍
し
い
も
の
で
す
。

一
般
的
に
み
ら
れ
る
春
日
造

の
本
殿
と
描
き
分
け
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
図
会
の
観
光
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
の
正
確

さ
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。

　

石
段
を
下
り
、
再
び
東
高

野
街
道
に
戻
り
ま
す
。
恩
智

神
社
の
参
道
と
東
高
野
街
道

が
交
わ
る
南
西
の
角
地
に
あ

る
萩
原
家
住
宅
は
、
令
和
元

年
９
月
に
国
登
録
有
形
文
化

財
に
な
っ
た
旧
家
で
、
江
戸

時
代
後
期
の
大
和
棟
の
主
屋
を
中
心

と
す
る
屋
敷
構
え
は
、
こ
の
地
の
歴

史
景
観
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
恩
智
神
社
で
、
図
会
を
も
と

に
し
た
東
高
野
街
道
の
旅
を
終
わ
り

と
し
ま
し
ょ
う
。
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『
河
内
名
所
図
会
』（
以
下
「
図
会
」）

を
片
手
に
、
前
方
後
円
墳
の
郡
川
西

塚
古
墳
を
眺
め
つ
つ
、
東
高
野
街
道

を
南
に
進
む
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

進
む
と
、聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
寺
「
教

興
寺
」が
あ
り
ま
す
。街
道
沿
い
に
は
、

教
興
寺
を
は
じ
め
と
し
て
、

智ち

識し
き

寺じ

（
柏
原
市
）
な
ど
多

く
の
寺
院
が
造
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
東
高

野
街
道
が
古
代
か
ら
使
わ
れ

た
重
要
な
道
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

街
道
を
進
み
、
垣
内
村
を

抜
け
る
と
、
松
の
木
が
植
え

ら
れ
た
古
墳
の
よ
う
な
土
壇

が
街
道
の
両
側
に
見
え
ま

す
。
こ
れ
が
江
戸
時
代
、
街

道
に
一
里
（
約
４
ｋｍ
）
ご
と
に
整
備
さ

れ
た
一
里
塚
で
す
。
人
々
は
こ
れ
を

歩
く
目
安
に
し
て
旅
を
し
ま
し
た
。

現
在
、
東
高
野
街
道
に
は
、
八
尾
と

富
田
林
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
南
へ
進
む
と
、
左
手
に
立

派
な
鳥
居
が
見
え
て
き
ま
す
。
河
内

国
二
の
宮
と
よ
ば
れ
た
恩
智
神
社
の

参
道
で
す
。
東
に
折
れ
て
神
社
に
参

図会に描かれた恩智神社


